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注）日照時間、降水量は1日当りの平均値で示した（実数値は10,12,1月6半旬6倍,11,4月6半旬は5倍、2
月6半旬は3倍した数値）
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分枝数は，標播及び晩播ともやや多かったが，総節数は少なかった。
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注）日照時間、降水量は1日当りの平均値で示した（実数値は10,12,1月6半旬6倍,11,4月6半旬は5倍、2
月6半旬は3倍した数値）
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（１）病害虫防除

・ 害虫の防除適期は，莢伸長期

・ 紫斑病防除のタイミンクは開花後

・ 紫斑病

・ 同一薬剤の連用は耐性菌

 

【病害虫防除体系】

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）排水対策

・莢肥大期や収穫時期の台風や大雨に備え，圃場周辺の明渠再整備や

・排水不良の圃場では，莢先熟や黒根ぐされ等の立ち枯れ症状になる場合がある。
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・莢肥大期や収穫時期の台風や大雨に備え，圃場周辺の明渠再整備や
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